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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(7) ＪＡ足利からお贈りする農業資金プラン期間限定「小口農業資金」 

ＪＡ足利（栃木県） 
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1 動機 

（経緯） 

当ＪＡでは、低金利で簡便な申込手続きで利用可能な「小口農業資金」期間限定

特別金利を平成 24年度から取扱い開始し、平成 28 年度も継続対応してきました。

資金使途を農業生産に関する一切の資金としているため、農業近代化資金を補完

する資金として多くの農業者（担い手）にご利用いただいている、農業メインバ

ンクとして「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」を促す商品です。 

2 概要 1. 対象者：ＪＡ足利正組合員または同居親族 

2. 資金使途：農業生産に関する一切の資金 

3. 貸出限度額：一事業につき 5百万円かつ所要資金の範囲内 

4. 貸出金利：最大引き下げ後 1.20％ 

5. 金利引き下げ条件：農産物代金の振込またはＪＡカードの契約 

6. 借入期間：5年以内（据え置き期間 1年以内を含む） 

7. 担保・保証：貯金担保、共済担保または連帯保証人 

8. 特別金利適用期間：平成 28年 3月 1日から平成 29年 2月 28日まで 

 

3 成果 

（効果） 

農業近代化資金の承認スケジュールに合致しない場合や、融資要件が満たない場

合などに、農業生産に関する一切の資金を低金利かつ簡便な申込手続きで借入可

能なため、使い勝手の良い資金として、平成 28年度は 21件、43百万円の申込と

なりました。 

4 今後の予

定（課題） 

「小口農業資金」期間限定特別金利は、広く農家組合員に認知され好評頂いてい

ることから、平成 29年度も取扱いを継続します。 

また、平成 29 年度からは、担い手からの要望を踏まえ、新たに「農業資金[みの

り]（期間限定特別金利）」（資金使途を農業施設・農業機械器具購入資金に限定、

貸出限度額 20百万円以内）をＪＡバンク利子補給対応資金として取扱い開始する

ことで、金融面からの一層の支援に努めていきます。 
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